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小村幸二郎(鉱床部)
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イスタンブｰル行の飛行機は弱々しくなった光にオ

レンジ色に染まる大珍漢の上空を快適に酉へ向かって

飛び続けている･空席はなく隣りの席にはトルコの

美しいお嬢さんカミいる.2時間半ばかりの短かい旅た

がら美しいお嬢さんと話し合えるのは気がまぎれて

一人旅には楽しいものだ･イスタンブｰル育ちのその

お嬢さんは私がこれから訪れようとするブルサヘは

まだ行ったことがないらしい.｢ブルサはビチュニア

のプルシアス王によって建設され1326年から1426年ま

ではオスマントルコ帝国の首都だった…｣r貴方はトル

コ人の私よりもトルコのことをよくご存知ですね…｣と

いった楽しい語らいは言葉を安しはじめて間もたく

困りの荒々しい声で幕切れとなった･その荒々しい声

の主は20人はかりの男わ団体客の仲間であった･か

なり古びた服を着たその男達は1人残らず太い紐で

きつく縛ったビニｰル製のトランクを大切そうに持って

いる･食事を前にして言い争うこともなかろうにと思

い溶がら前方を見ると大柄溶スチュワｰデスに数人

の男達カミ高ぶった様子で何かを言っている.どうやら

その原因は配りはじめた食事の肉にあるらしい･間も

なくやってきたそのスチュワｰデスはr鶏肉を希望され

たのでそれを運んだのにどうしても納得してもらえな

い｣とこぼしていた･一目見れば鶏肉だと削るはず

校のに一体どうしたことだろう.もしかするとこ

の人達はこのように料理された鶏肉をはじめて見たの

かもしれない.何とも人騒がせた人達である･

食事も終り隣のお嬢さんとの楽しい会話に戻れると

思ったのも束の間入国カｰドが配られて又も一騒ぎ

起こった.そして今度は当方と隣のお嬢さんがそ

れをもろにかぶることになった｡強い託りの英語で話

していた男達なのに書く方はどうやら駄目らしい･

結局2人で手分けして男達の入国カｰドを書く破目に

狂った.多勢の客の中に少くとも2人の善人がいる

ことは確かである.

Istanbu1市街は既に闇に閉ざされている･慌た

だしくAnkara行の飛行機に乗り換えた･この飛行

機は最終便なのかやはり満席である.妙に肌寒い高
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原の首都Ankaraここがこの旅の出発点である､

Ank肌aから亙armangikへ

一夜明けてAnkaraは快晴てあっ牟｡Ataturk

Bu1variに面するB廿ytkホテルを出て国道68号線を

酉へ向う.広大な敷地に数多く建つM.T.A.には日

本から派遣された専門家達が勤務しているはずだが立

る.遠くには中近東工科大学の建物が見える.久留

島秀三郎氏や兼子勝氏をよく知っておられるTOkai教

授は元気にしておられるだろうか･温厚な人柄を偲

ぶうちM.T,A.の建物毛中近東工科大学の建物も視

界から消えた.

Ankaraを出て100kmばかりの所にGordionという

所がある.この国道傍には小さな案内板が建っている

だけでつい見落しがちだカミトルコの歴史を知る上では

見落せたい所の一つである.

小高い丘が連なるGordion一帯には古代の遺跡が

続いている.アラビアの地理学者カミカラｰト･アル･

サラｰシル(鎖の城塞)と名付けたアンカラは紀元前

8世紀頃フリｰジア人によって建設されて以来栄えた

といわれている.この遺跡はそのフリｰジア人カミ建

設した首都の名残りである･広大な平地とゆるやかに

うねる丘の連なり今は数えるほどの農家が建っている

にすぎないが当時は今の姿からは想像もできないほど

栄えていたのであろう｡当時の王はすべてミダス王と

名乗っていたということだカミrミダス王が触った物は

すべて金に変った｣というギリシャ神話が伝わっている

ことから推察してもこの地が豊かな富に恵まれそし

て繁栄していたことは間違いなさそうである.発掘さ

写真1Ankaraの南方60km付近の風景

広々とした麦畠と植生の乏しい丘陵地形はアナト

リア高原にみられる典型的な風景の一つである

Eskisehir方面へ向う列車は貨･客混合で様々

な車靹が目をひく

れた部分の土壌の中に何層にも含まれている白骨片は

どのような動物の骨がよくは判ら狂いが当時食料と

された小動物の骨片であることは間違いなさそうである･

おびただしい素焼の器の破片には様々の模様カミくっ

きりと刻みこまれこの国の古い文化の素晴らしさを物

語っている.以前にここを訪れた時見張りの男が何

処からともなく姿を現わした.トルコ語を十分に理解

することができればこの遺跡についての様々な話を聞

き出せるかもしれないのだが残念ながらそれだけの語

学力は全くたい.

遺跡の傍に高さ20～30mの當士山とそっくりの形を

した丘がある.ここは紀元前650年頃に建設された王

の墓である.懐中電燈を頼りに入ると丘の丁度中央

部に墓室がある.はじめてこの墓所に入った時私は

まず室の壁にある巨木に目を奪われた･樹令750年と

写真2Gordion遺跡発掘現場の一部

ツボの破片などが多数散在しているがこれらは

すべて持出し禁止である

写真3Gordion遺跡に隣接する王墓

頂上に立っているのは測量基点�
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いわれるこの巨木は一体どこから運ばれてきたのだろ

うか･少なくとも現在のこの地にもまたAnkara

付近にもこれほど大きな野生の木はみられない.思

ったより狭い室に似つかわしく狂いほど大きな木に王

の権力の偉大さや王を慕う人々の心情が偲ばれる.墓

所の裏には荒れ果てた平地が打続いている.何の変哲

もないその荒地のほんの一部に土を掘り越した所があ

る.ここを訪れる人のほとんどは恐らくこれに気カミ

つかないのではなかろうか.だカミこの場所こそ紀元

前450年頃の工一ゲ海に臨むIzmirからイラクの首都

Baghdadまで続くr王者の道(太陽の道)｣の発掘現場

である.そこには幅8mばかりのr王者の道｣がむ

き出しになっている.道の中央部が少々高く扱ってい

るのは排水のためだろう.r強者共が夢の跡｣という

言葉が紡佛するGordionのたたずまいに想を馳世るう

ち車は西へ向ってひた走った.

行き交う自動車も数少狂い国道を走り午後2時頃

Eskisehirに到着した･アナトリア高原に発するSa-

karya川の一支流Porsuk川沿岸地帯の肥沃放平野の

一角を占めるこの町は工一ゲ海やマルマラ海の沿岸地

域からアナトリア地帯へ通ずる多くの道路が集まる交通

の要衝であり周辺に広がる平野がもたらす富と相倹っ

て古くから栄えた町であるが19世紀の末期にIsta-

nbu1とAnkaraを連絡する鉄道幹線カミここを通るに

及んで以後町は日増しに活気づきそして人口は急増

し今やトルコ第6の都会に変貌している.

町の中心にあるホテルの食堂には2組の先客がいた.

広々とした食堂に客が少たいのは昼食時間をとっくに

すぎているからだろう一パンとシシキャバブｰとジュ

ｰスの昼食は呆気なく終った.陽は高くAnkaraよ

りは幾分署くはあるが空気か乾燥しているせいか中々

快適である･長距離バスのタｰミナルには多勢の客カミ

いる.タｰミナルの向い側の大きな店に入ってみた.

一般の土産品店に見えた店はトルコの特産品の一つと

して広く知られているメルシャム(海泡石)パイプを主

として販売している店であった･パイプ集めを趣味の

一つとしていることもあって興味をそそられはするが

これはと思うパイプはかなり値段カミ張る･一通り見せ

てもらいはしたものの結局は買わ次かった.そうい

えばEskisehirはトノレコで有名な海泡石の産地であ

る･ここでメルシャム･パイプについて一くさり述べ

ると次のようになる.パイプといってもその材料は

立派な鉱物資源である.

海泡石は英語名をSepio1iteといいメルシャムとい

うのはドイツ語名Meerschaumでその化学式はMg｡

SiO｡･(OH)｡･8H.Oで表わされる.比重は2硬度2

～2.5で斜方晶系に属する繊維状集合体をなし本来

は蛇紋岩中に変質物として産出するがパイプや装身具

として加工されているものは主として沖積層中に礫状

に含有されているものである.軽くて加工しやすい利

点をもっていることから珍重されるようになったらしい

カミ白色や淡いクリｰム色のパイプは丁寧に使わない

と比較的短期間で値うちカミ下る.その原因の一つは

手垢がつくとしみついてしまうことである.また余

り良質でないものは割れるおそれがある.もし上等

のパイプを手に入れたら使用する以前にやわらかく

求めした鹿皮か羊皮またはラシャのようなものです

っぽりと包んだまま1年間ぐらいは使う方がよい.こ

のような状態で使用したパイプはそれが白色または淡

いクリｰム色のものであれば見事な號珀色に染まり

またカバｰを取除いて使用しても手垢がつく心配も殆

んどない.くだらぬパイプの話といえぱそれまでだが

全く再生することが出来ない鉱物資源を大切に使うとい

う意味ではメルシャム･パイプも他の鉱物資源とあま

り変らない.

午彼6時目的の村についた.Ankaraを出発して

およそ8時間半の自動車の旅はひとまず終った.Har

mangikの村は深い緑の中に静かな夕暮れを迎えよう

としている.村の中心に建つ回教寺院ではもう夕方

の礼拝は終ったのだろうか･rアラｰアクバルラ

ｰインライラハインラアラｰ･…･･｣の声も聞か

ず夜を迎えた･午後9時夕食が始まった.テｰブ

ルにはラクと呼ばれる飲物がある･この飲物はナ

ツメヤシの実恋とを原料としたいわゆる中近東特産の

焼酎でラクとかアラクとかアラキとか呼ばれるもので

ある.北原白秋が詩人として世に認められるきっかけ

となった処女詩集r邪宗門｣の中のr吾は見たり末世の

邪宗……｣で始まるr邪宗門秘曲｣の一節にrはたアラ

キ……｣という句カミあるカミこのアラキは恐らく中近東

のアラキを意味しているのであろう.それにしても

白秋はこのアラキのことをどのようにして知ったのだろ

うそしてこの強烈狂詩からは想像もできないほど情

緒豊か衣詩を作り続けるようになった心情の変化は何に

根ざしているのだろう.

快侃那海の孤島Me軸e正eS

HarmangikからOrhaneliに至る地域はトノレコの

代表的なクロム鉱床分布地域の一つとして古くから知

られている.深い緑を縫う道をOrhaneliへ向う途中

にクロム鉱山がある･働く人は見当らないカミ選鉱�
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場はもう動いているらしい｡この鉱山で採掘されてい

るクロム鉱床の露頭の幅は数10cmだったそうだがこ

の露頭カミ大規模な鉱床のほんの一部であることを看破し

た技術者とその技術者を信じ切って探鉱･開発に着手

したであろう鉱業権者の生き方には巨大化しすぎた組

織の中では経験し難い羨望さえ感じられる･つい見落

しがちなほど小さな露頭が巨大な鉱床に移り変ってゆく

のも自然現象そして巨大な露頭が地表から浅い所で完

全に消滅してしまうのも自然現象である･恐らく欲が

深くて上へを飾りたがる人は削剥作用の性質やその程

度を考えもせず後者にとびつくことだろう･見てく

れの立派な物や人が真に立派かどうかは上へを見ただ

けでは削るものではない･真実に満ちた自然界を見極

めるには邪念があってはならない.

森カミ尽き広々とした向日葵の畠が続く.そして間

もなく広大な畠に出た.道傍に点々と露出していた変

成岩や超塩基性岩に代わって花開岩が露出している.

道傍の一軒家の近くで花南岩の割目から清水が湧き出

ていた.甘味のあるこの水はこの付近てば最高に美

味いらしい･ゆるやかにうねる麦畠に人影が見当たら

ないのはもう刈り入れが終ったからだろうか･ヘヤ

ｰピンカｰブを幾度か回って車はOrhane1iに着いた･

小さな町だがHarmangikよりは家カミ密集している.

町の中央部に建つ回教寺院のミナレット(尖塔)小じ

んまりとしたホテル白壁と暗褐色のふちどりの美しい

木造家屋そして石畳の道ゆるやかにうねる丑とそそ

り立つポプラ正に平和な田舎町といった風情ではある

か遣傍の一角にはジャンダルマ(一般には民間防衛隊と

呼ばれている)の詰所がある.裏手の小高い丘に小学校

らしい建物があった.美しい風景に包まれたこの学校

で子供達はどのような将来像を胸に画いて学んでいる

写真40rhane1i中心部付近の風景

山と丘と耕地を前にゆるやかな丘の斜面に

あるこの町はモスクを中心にひらけ美し

いたたずまいを見せる静かな町である

のだろうか.

家並はすぐにと切れた.道は石畳から砂利道に変わ

った.本道からそれて車は山道を上ってゆく･見

渡す限り一面の畠には人の姿は全くない｡古めかし

いミナレットと一握りの家が寄り添うように建っている

部落を過ぎると道は益々瞼しくなった.そして坂を

上りつめて山の頂上へ出た.ここはトルコの中央部を

東西方向に走るアナトリア高原の北西端である･延々

と続く峰を刻む谷の上方には積雪が残っている.今立

っている山頂付近も冬には1m余りの積雪におおわれ

るということだか労働者は遥か下方の部落からこの山

頂まで1時間以上もかかって歩いて来るということだ･

深い雪におおわれた尾根道を吹きすさぶ風になぶられ

ての通勤はさぞかし辛いことだろう.あまりにも恵ま

れた環境に生きる人達には容易に真似のできることでは

なさそうである.

尾根から少し下った急斜面に典型的な縞状構造を示

すクロム鉱床の一部が露出している.反対側の別の鉱

床は塊状の鉱石から妊る鉱床である.山道の片隅に

幅3cmばかりの露頭があった.この露頭は深部ま

で連続しているのか連続しているとしたらどのようた

形状をなしているのだろうか.多様た性状で地表に露

出するクロム鉱床を見つめたカミら地下に潜む部分に思

いを巡らせてみた.しかし象の尻尾にも相当したい

部分を見ただけで全体を想い浮べるにはまだまだ知識

も経験も乏しい･工一ゲ海地域ではギリシャトル

コシリアキプロスなどにクロム鉱床カミどのような形

状や規模･品位で分布しているかを知ってはいるつもり

だカミそれはあくまでも総括的あるいは特定地域の鉱

床とその地質的環境に限った知識でありとても個々の

鉱床に及ぶものではない.そうした意味では様々な

性状を示す露頭やほんの一すじの取るに足りないよう

た露頭を見る機会を得たことは誠に有難い.

ヨｰグルトに焼肉そしてパンの昼食を終え山頂付近

を歩き回っているうちに夕刻になった･弱々しい光

に照らされた畠は黄金色に染まり山の緑に映えて美し

い.Orhane1iのホテノレの前では孫を連れたお婆さ

んが柔和な笑顔で迎えてくれた.rすぐ近くにトルコ

風呂カミありますがいかがですか｣と誘われたカミr雲

つくような大男にアンマされてはこのキャシャな身体

カミばらぱらになりかねないから｣と断った･だカミ立派

放口髭を生やしているに違いない三助に身体を洗っても

らうのも王侯貴族の生活の一端を経験するという意味

では捨て難い気もする.�
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雄灘

では一かたまりの大陸をなしていたと想定されている仮想の大

陸(の一部を形成していた.やがてプレｰトの動きと

ともにPangaeaは分裂の兆しを見せはじめた.プ

レｰトの動きは時の流れとともに活濃となり三畳紀に

入るとPangaeaはGondowana大陸と化しインド

とマダガスカル島は胎動を始めた.ジュラ紀に入って

インドとマダカスカノレ島はあたかもシャム双生児のよ

うな形をなしてGondowana大陸から分裂し孤島の

南側には東西方向に伸びたレンズ状の島からなる島弧が

誕生した｡この島弧はやがてTaurus山脈やZag-

rOS山脈に成長してゆく･白亜紀に入り最西端に位

置していたRhodOpe島は北方のEurasia大陸の一部

と化し孤島群の北側にはPontid山脈やElbrut山脈

に成長してゆく島弧カミ誕生しTethys海は狭まり西

方には地中海に育ってゆく湖が誕生した･第三紀の半

ば頃にはインドはマダガスカル島と完全に分離して北

東方への漂流に旅立ちMenderes島は北側の大陸の一

部と化し2列の島弧は急速に成長していった.そし

て遂にTethys海地帯は現在の姿に変ってしまったわ

けであるが過去の変遷と現在みられる鉱床の分布とを

重ねてみつめてみると鉱床の圧倒的多数がかつてTe

thys海に浮ぶ孤島であった陸塊と陸塊の間に分布して

いることに気かつく.地球の変貌と鉱床の生成･分布

とが密接に関係していることを示す例としてトルコか

らイランに至る地帯は極めて興味深い.そして今足

跡を残しているHamanCikカ)らOrhaneliを含む地

域はPangaeaが分裂をはじめて間もないTethys海

に孤島として浮んでいたMenderes島の一部である.

人口およそ2800人のOrhane1iの朝は静かであった.

ゆるやかな坂道を登って小学校に行ってみた･早朝

なので人影は全くない･平家建の木造校舎にはやわ

らかな光が注いでいた･物音二つしたい丘の上ゆる

やかな丘のうねりと深い緑あくまでも澄みきった空の

下で今日も子供達は元気に学ぶことだろう.いつま

で見つめていても見飽きない小さた学校の美しさにO-

rhane1iの人々の優しさが感じられる心地良い朝である.

すさまじいばかりの砂挨りを舞上げて走る道には対向

車もない･40kmばかり走った所で車は停った.遣

傍に立派な水道がある.一軒の家もないこのような場

所に水道があるのは不思議に思えるがOrhane1iから

鰯･､繊

写真5地方の主な道路沿いにある水道

このような水道は或程度の間隔で設置されてい

るらしい恐らく自動車が常用される以前から

人と家畜のために設けられたものだろう

山頂へ向う折にもこのような水道を党かけた･運転手

の話では主た街道筋には或程度の間隔でこのような水

道が設けてあるということだ.旅人の喉の渇きを潤ほ

す水と受取って一口飲んでみた･それは冷んやりと

した甘味のある水だった.

峠を越えて曲りくねった道を下った車は再び砂利道

を上りはじめた･山腹を削りとって造った新しい遣は

狭く谷側の路肩はいまにも崩れ落ちそうだというのに

ガｰドレｰルはない.この山道を通いなれているらし

い運転手は時折路肩ぎりぎりまで車を寄せたり脇見

をしなカミらノ･ンドルをさばいているがその都度当方

の背筋には悪寒か走り足は硬直する･深い谷の底で

はダムの新設工事でも行なわれているのか大型のシ

ョベルカｰが数台う放り声をあげている.山肌にへば

りつくように建っている一かたまりの家は近い将来満々

と水を湛えたダムの静かな水面にその影を落すことだ

ろう･小川を渡った所でアナトリア高原は尽きた･林

を通り抜けると突然視界がひらけ広大な平地の南端に

あるBursaの市街カミ目に入った.

海抜2493mのU1u山の北麓に位置するBursaを一

度訪れたいという願望は20年以上も前に芽生えていた.

その願望が実現した今胸はBursaを目前にして早鐘

を打つように蔦ぶっている･イェシル･ブルサ(緑

のブノレサ)の名に背かずBursaの市街は美しい緑に包

まれていた･冬季には深い積雪にお拾われるU1u山

を背にしマルマラ海との間に広くそして肥沃な平野を

のぞむBursaは紀元前3世紀頃BithyniaのP1七sias

王によって建設されかつては･P1usaと呼ばれていた

栄光の都であった.�
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オスマン帝国の古都に想う

ソ連のKazakhstanとUzbekistanとの境界付近に

Ara1海と呼ばれる大きな湖がある･この湖の東方に

拡がる大草原で半遊牧民として生活を営んでいたクズ･

トルコ族の一派は西方への侵略を図る蒙古軍に追われ

て西方への逃避行を続けた･族長スレイマン･シヤ

ｰは逃避行を続けながらも望郷の念止みがたく故郷

への道を迫りはしたもののその途中Euphrates川で

溺死するという悲運に見舞われた､スレイマン･シヤ

ｰの息子ユルトウルルは一族と共に再び西への道を目

指し途中の部族と血縁関係を深めながら次第に勢力

の拡大を図っていった.ユルトウルルの死によって12

88年に族長に選ばれた息子のオスマン･ベイは権勢を

誇っていたビザンテイン帝国を攻略しがって父ユルト

ウノレルに遊牧の土地を興完たセルジュｰク･スルタンの

衰微につけこんで1299年独立するに至りここにオ

スマン(オットマン)帝国が誕生した.そしてBrusa

はその最初の首都として以来半世紀以上にわたる繁栄

を迎えることになる.オスマン帝国の創設はトルコ

の政情に一時代の指向性を決定づけたという点で重要な

意義をもつカミｰ方オスマン･ベイが族長に選ばれた

時既に一族と共にイスラム教に改宗していたことも

トルコのその後の精神的指向性に強い影響を与えたとい

う点で注目される.

1326年にオスマン･ベイはBursaで没しオノレハン

･ベイの時代に入ってオスマン帝国は内政･経済の

充実を図る一方ビザンテイン帝国の攻略とヨｰロッパ

ヘの進出を図った.時は流れオスマン帝国は十字

軍に大勝して広くその威信を誇示しコンスタンティノ

ｰブル(現在のイスタンブｰノレ)攻略の宿願を達成しア

ジア的性格を強く保ちながらもヨｰロッパの国家群にお

写真6Brusa市街

オスマン帝国の首都として栄えたBrusaは豊

かな緑に包まれた美しい町である温泉保養地

としても名高くオスマン帝国時代の遺跡とと

もに多くの遊客を誘う魅力的な町である

いても一きわ強大さを誇り英君スレイマン1世の時代

にはカスピ海からオｰストリアそしてアフリカ北部を領

有する大帝国と校った･しかし余りにも権勢を誇示

するオスマン帝国に対する被征服民族の反抗や特権階級

の著傍と重税に根ざす内紛が続出しようやく衰退の兆

しが見えた.坂道を一気に転がり落ちるようにオスマ

ン帝国は滅亡への道をひた走るかと見えた19世紀の初頭

からおよそ60年にわたって3人の皇帝による政治･経

済改革の促進によって民衆の多くは平常心を取戻し

国内は安定化へ向った･この大改革はトノレコ史上不滅

の快挙として高く評価されたものの一度転落への道へ

足を踏み入れたものの宿命ともいうべきか外交政策の

失敗外国との戦いそして政治的派閥の競合など再

び内憂外患の時を迎え第1次世界大戦においてオｰス

トラリアとドイツ側に同調したのを契機としてその勢

力は急速に衰えていった.フランスとイギリスの援助

を受けて猛攻を続けるギリシャ軍の前に工一ゲ海沿岸

地帯の要衝は次々に陥落していった･しかしいつ

の時代にも祖国の窮状打開のために身を擁する英雄が

居る.オスマン帝国の完全な解体を意味するセｰプノレ

条約カミ連合軍との間に締結された1920年8月を迎えて

ムスタファ･ケマノレ･パシャの率いる軍勢は独立戦争の

火ぶたを切りギリシア軍に大勝してその占領地を奪

還することに成功した･そして2年後古くから続い

たスルタン制は廃止されメフメット6世は亡命へ旅立

ち623年にわたるオスマン帝国の治世は終りを告げた.

そしてアタチェノレク(建国の父)と呼ばれたムスタファ･

ケマノレ･パシャの統率の下にトルコは政治･経済･宗

教･文化狂どの改革を断行し近代国家としての道を力

強く歩むことになる.

ビザンテイン帝国の人々も療養を目的として訪れた

Brusaは今もトルコ有数の温泉保養地としてまた絹

織物や農作物の豊かな産地として知られそこにはオス

マン帝国のスルタンカミ永遠の眠りにつく墓所がある･

高い山を背にした美しい緑の町Bursaにはしかしオ

スマン帝国発祥の激しさを伝えるものは数少なく明る

い陽射しに映える美しい緑の中に生きる人々の静か狂営

みが満ちている.市街の高まった一角に近代的なホテ

ルが建っている･そしてその建物と並んで円蓋をも

つ石造りのどっしりした建物がある｡古色蒼然とした

その建物は風呂であった.広々としたマズラノ･(広間)

と風呂場には浴客はいない.建造当時からほとんど変

わっていないということだが遠い昔から様々の人カミこ

の風呂を利用したことだろう.広々とした風呂に浸り

荒々しいマッサｰジの後浴客はマズラハで世間話に興�
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じたことだろう.妖精は浴場を好むと言い伝えられて

きたらしいがどのようた妖精が浴場を好んだかは知る

よしもない.

建ち並ぶ店のショｰウインドｰに鮮やかた赤に染ま

った毛織物が飾ってある.昔トルコでは茜の根に含ま

れているアリザリンを染料として羊毛や木綿を赤に染

めたといわれているが今もこのような染色方法は伝え

られているのだろうか.本物のトルコ赤で染色された

織物や特産の絹織物を見る暇もなく山腹に建つモスク

の素晴らしさと深い緑に包まれた町のたたずまいにオス

マン帝国の首都として栄えた当時の様相に想いを馳昔な

がらBursaを後にした.

国道40号線にも33号線にも車は多く放い･マルマ

ラ海の東岸近くを走る道は平坦である･右手に遠くア

ナトリア高原の山々がかすみ左手に時折見えるマルマ

ラ海の青さを背にして建つ白い灘酒な建物は別荘だろう

か･Bursaを出発してからおよそ140k血車はマノレマ

ラ海の東の端に面する1zmitの市街で国道1号線に入

った.AnkaraIstanbu1そしてBrusaを経て工一

ゲ海地域へ向う道路の分岐点に当るIz血itはBrusaよ

りは活気がある.国道沿いに建設中の同じような高層

ビルはおそらく住宅だろう･IZmit湾のほぼ中央部に

停泊している鋼灰色の船は軍艦らしい･

Izmitの市街を二気に通り抜けて車は国道1号線を

西へ向った､メｰタｰは時速100k血をはるかに越え

ている､rIstanbu1からAnkaraまで一般の乗用車

よりも2時間ばかり早く行ったことがある｣と語る若い

運転手はきっとかなりのスピｰド狂在のだろう.一

歩間違えばr死出の旅｣人と車を愛する人は安全運転

写真7

アジアとヨｰ

1コッパをつなぐ

BosPorus橋

橋の下をマノレマ

ラ海と黒海をむ

すぶBosPorus

海峡が通ってい

るこの橋の建

設には日本の技

.術も提供された

を心がけることをこの若者は知っているのだろうか.

しかしスピｰド狂はどうやらこの若者だけではな

いらしい.Brusaから1zmitまでの道路とは違って

一きわ車の多い国道を様々の車が抜きつ抜かれつを

繰り返したから走ってゆく･トルコでは自動車事故が

多いと聞いたことがあるがこのような光景を見ている

と自動車事故の発生しない方がむしろ不思議だ･

家並カミきれて間もなく何となく困りの風景カミかすん

で見えるようになった.海岸沿いの道路とはいえ快

晴の空の下でまさか気流や湿度の違いなどカミ原因ではあ

るまいと思う間もなく大なきカｰブで曲ったとたんに

前方の丘の上に白煙を吐く巨大な煙突と大きな建物が見

えた党それは何度か訪れたトルコではじめて見る

セメント工場であった.人家もなく農耕地らしいも

のもなくそして振動も騒音も全く感じられながやは

りこの排煙に嫌悪感をもつ人達カミいるらしい･

Izmitから95kmオスマン帝国の古都に未練を残し

た一目の旅は終りIstanbu1に到着した.ホテノレの玄

関には美事なカイゼル髭を生やした顔見知りの大男が

立っていた.身の丈2mに近い大男に似合わずきわ

めて愛想の良いこの大男はこのホテルのドアｰマンで

ある.

一風呂浴びて既にとりぷりと暮れたIstanbu1の町

をガラタ橋の方へ向って歩きはじめた.通りに面し

た目的の店には客は居校い.40をとっくに過ぎてい

るらしいボｰイは一瞬驚きそしてにこやかに迎えてく

れた.｢ミックス･キャバブｰにサラダにヨｰグルト

にジュｰスにパンですね｣と言い残してそのボｰイは

さっさと調理場へ入って行った.店の構完は小さいが

清潔でシシキャバブｰの味が素晴らしいこの店で食事す

るのはもう何度目だろうか.ボｰイも注文の品を聞か

なくてもよいほど当方の顔と好みを覚えているらしい･

広い歩道を行く人は少ない.通川ζ面して大きなガ

ラスを張りめぐらせた喫茶店には若者達カミひしめくよ

うに入っている･タクシム広場の夜店もそろそろ店じ

まいをはじめたらしく心なしか食事に出かける時より

も人通りが少たいようだ.妙に謎めいたIstanbu1の

夜はこれからはじまるのだろうが一人旅の身は一目の

行動のメモを書き終完てホテルのベッドに横たわるし

かたい.ボスポラス海峡に船の灯は見えずむskωar

Q灯は膣々と光っている.

IS由皿h皿1点描

Odessaへ行くのかNovorossiyskへ向うのか純白�
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の客船カミマルマラ海の静かな水面を割って音もたく

BospOrus海峡へ入ってゆく.窓越しに見る雲一つな

い大空の下右手の丘の上にはトプカピ宮殿左手には

㍍鴛∵㌶鴛㌫の1ト鴛灘

れアジアヘの起点として栄えた町だカミ今はもう当時一

の面影はないのかもしれない.アジア最西端の町そ

してクリミア戦争当時ナイチンゲｰノレが活躍した野戦

病院の町Uskωarは妙にアジアの人を魅きつける何

かを秘めている.一度訪れてみたい町ではあるカミ物

見遊山の旅で来たわけではない今そこを訪れるわけに

はいかない.

出発前の慌ただしさの中で昨夜通った道をガラタ橋

の方へ向った.金色湾に架かるガラタ橋への坂の上に

建つ目的のホテルはすぐに見つかった.15年ほど前

はじめてIstanbu1を訪れた折敷目を過したそのホテ

ノレは外装もロビｰも当時と全く変っていなかった｡

ヒルトンホテルが建って間もない当時のIstanbu1では

中々立派に見えたホテノレだがやはり時の流れはいつの

間にかしみつくものらしい｡きわめて親切だったエレ

ベｰタｰ係とコック長のことを聞いてみたカミ従業員の

多くカミ変ってしまったらしく遂に2人に違うことはで

きたかった.

何故か重い足どりで坂道を下った.ガラタ橋をはじ

めて渡る折2人の老人にrノギとトウゴウを知ってる

か?｣と聞かれたことがあったが今は立話などとても

できないほどガラタ橋は車と人で混みあっている･

橋を渡った所にオスマン帝国に最高の繁栄をもたらし

写真8マルマラ海からBosporus海峡へ向う客船

手前はIstanbu1対岸の町はむskudar

写真9ガラタ橋のたもとから見たSu1eymanieモスク

教会としては世界最大の規模を誇っていた建造当

時の面影を今も残している2本の塔はモスク

(回教寺院)になってから建造された

たスレイマン皇帝が建立したSu1ey㎜anieモスクカミあ

る.このモスクの東側にはスレイマン皇帝と皇妃の廟

カミあるカミ地下に眠るこの名君はオスマン帝国の将来

像をどのように画いていたのだろうか･花は満開を絶

頂期としてその美しさを失ない華麗な色彩を身につけ

放ければ生きていけ放い鳥は既に鳥としての本来の姿

を失っているという.人間もそして人間社会にもこれ

と似通ったことがあるのではなかろうか.余りにも急

速に変貌する社会にとまどい余りにも見苦しい欲望と

それに根ざす横暴さがまかり通る現代の世相を見る時

人間らしさが失なわれた人間社会の転落の姿を見せられ

ているように思えて狂らない｡そして純な心で人間ら

しく生きようとする人を弱者とさげすみあるいはそ

うした人々を意識的に置きざりにしようとする風潮があ

るとすればこんな悲しいことはない.スレイマン皇

帝の人柄については知るよしもない.しかし今もこの

廟にぬかずく多くの人が後を絶たない状景を見つめてい

るとスレイマン皇帝と妃の統治者としての秀れた知

識と勇気とそして帝国最大の繁栄をもたらす原動力と

たった民衆に敬愛の念を抱かせる要因となった仁愛に満

ちた人柄ではなかったかと思えてくる｡

小さな商店が建ち並ぶ坂道を上りつめた丘の上には

TOpkapi宮殿とSt.SophiaモスクとSu1tanAhmet

モスクトが建っている.ヨｰロッパからの旅人は特に

6本のミナレットをもつSu1tanAhmetモスクを兄て

東洋の神秘にうたれると聞くカミ紺青のマルマラ海と

Uskudarをのぞむ丘の上に建つ壮大なこのモスクをは

じめとする巨大なそして優美な歴史的建物を見ればア

ジアの人といえども深い感銘を受けることだろう･

巨大な大砲(トプカプ)があったことからTopkapiと

呼ばれるようになったこの宮殿はギリシャ時代のアク�
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ロポリス(acropo1is)(古代ギリシヤの都市国家は市街地とそ

の周辺の田園地帯とからなり市街地のほぼ中心部がその背後

には防備の拠点となる丘があった･この丘はpo1isと呼ば

れr高い｣という意味のaCroSSという言葉カミ加わってaCr

op･1isと呼ばれるようになった)ビザンテイン帝国時代

の宮殿の名残りである､広大な建物にはいささか驚ろ

かされるが1863年の大火で焼ける以前はどのように

壮観だったことだろう･様々な宝石をちりばめた刀剣

や玉座や衣類や家具色とりどりの無数の宝石巨大な

エメラルドの原石そして今の日本では滅多にお目にか

かれそうにない古い伊万里焼の大きな皿や古代中国の陶

器類どれを見ても庶民に溜息をつかせるようなものば

かりである･だカミとりたてて立派でもない器の中に

入れてある無数の大きなダイヤモンドを見ているとふ

とr本物がな｣と疑いたくなってくる.人間の心理と

いうものは不思議なものだがこれも豊かでない人間の

性の一つだろう･品の良い初老の夫婦がすぐ前を歩い

ている･数々の宝石を見ているうちは2人共唯々驚い

ている風であったが外へ出て間もなく御主人の顔は少

々きびしくなったように見える･2人の話し声はとぎ

れとぎれにしか聞こえないがどうやら奥さんは宝石の

類を買ってくれない御主人に恩知をこぼしているらしい.

にこやかだった2人の変りようを見てふとrもしも2

人連れでここを訪れる機会があったとしても宝石陳列

場の見学だけは避けた方かよさそうだ｣と思いはした

ものの宝石を買ってくれる程の甲斐性カミないことはと

っくにお見通しだからこれはいらぬ心配がもしれない.

TOpkapi宮殿の近くに建つSt.Sophiaモスクは多

くのモスクとは違った独特の形をしているカミこのこと

に気付く人は意外に少狂いのではなかろうか.紀元

325年にこの地を都としたコンスタンチヌス大帝は都

の中心に巨大な聖堂を建てた･その聖堂はおよそ

500年の後に大規模に改築され世界最大のキリスト教

聖堂としてまたビザンテイン建築の最高傑作として

世人の讃辞を浴びた.しかし偶像拒否を生き方の一つ

とするイスラｰム教の時代に入ってモスクとなりミナ

レットカミ建立され内部にあったキリストや聖人達のモ

ザイク像は剥ぎ取られた.直径31m高さ54mのドｰ

ムに面した2階のごく一部にかすかに残る聖人像を見つ

めていると改築された当時の壮麗さと歴史の重みと宗

教のはかり知れない強大さカミひしひしと伝わってくる.

冷んやりとしたSt.Sophiaモスクの前にSu1tanAh

metモスクが建っている｡あくまでも美しい工一ゲ

海からDardane11es海峡を通り静かなマノレマラ海の

船旅を終えようとする人々にとって左手の丘の上に建

つこのモスクはおそらく驚嘆に値するものだろう.

6本のミナレットと多くのドｰム状の屋根をもつこのモ

スクは戦乱に明け暮れた戦国の世を平定した徳川家康

が永遠の眠りについた年1616年に建設されたものであ

る･草花模様の美しい青いタイノレで内壁をはってある

ことからrブルｰ･モスク｣とも呼ばれるこのモスクの

内部にはジュｰタンが敷きつめてあり瞑想に就ける

人聖都メッカヘ向って礼拝する人々の姿があった.

何度かIstanbu1を訪れてかなり隅々まで知っているつ

もりだがこのモスクを訪れる度に本堂を取囲む4本

のミナレットにくらべて中庭の前面に建つ2本のミナレ

ットが何故に低いのか不思議に思う､しかしこの

モスク全体を一望する時ミナレットの位置と高さの違

いに全く異和感がないというよりはむしろその違いカミ

全体の美しさと重厚さをひときわ強調しているようにみ

えることから想像すればおそらくこのモスクの規模

や形やミナレットの数や高さや配置はマルマラ海に岬

のように突出た丘と空の青さを背景にIstanbu1市街

はもちろんアジア側のUskωarからさえもくっきり

と見えることを念頭に設計されたのであろう.このモ

スクを見つめていると当時の設計･建築技術の卓抜さ

とスルタンの権力の強大さとそしてイスラｰムヘのス

ルタンの心情とがひしひしと伝わってくる.このモス

クのミナレットについては伝説めいた話を聞いたこと

がある.その話が事実にもとづくものであるならぱ

このモスクのミナレットが現在の姿で建造されたいきさ

つは次の通りである.

このモスクを建造する時当時のスノレタンは担当の

大臣に黄金でミナレットを造るように命じた.しか�
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しその大臣はr黄金｣とr6｣の発音がよく似ていた

ため聞き違えて黄金で造らずに6本のミナレットを造

った.ミナレットが完成して間もなくイスラｰムの

聖都Meccaに6本のミナレットカミあることに気付き

あまりにもおそれ多いことを痛感して早急にMeCCa

にミナレットを1本寄進した.Meccaの聖堂に7

本のミナレットが建っているのはこのようないきさつ

による.

モスレム(イスラｰム教徒)としての信仰心の厚さを表

わすには良い話ではあるが黄金とは似ても似つかぬ材

料でミナレットが建造されてゆくのをスルタンがただ

見守っていたとは思い難い.Meccaの聖堂カミ7本の

ミナレットで囲まれているか否かは知るよしもたいが

このモスクの美しさを見つめているとこの6本のミ

ナレットは最初から設計図に面かれていたと信じたくな

る.

4000軒の店があるといわれる大バザｰノレ(市場)は

多勢の客でごった返している･市場といっても露天に

店が建並んでいるわけではなく屋根でおおわれた市場

(C･v…dB･…r)である.迷路のような道を歩いてい

る途中土産品を商う店の男に声をかけられた.何度

もこのバザｰルを歩いたことのある気楽さてその男に

誘われるままに店に入ってみた･茶目っ気たっぷりの

値引交渉カミ英語アラビア語そしておぼつか衣い

トルコ語で進んでゆくうちに成物の値段は少しづつ下

っていった.してやったりとほくそ笑み在がらrこ

こには何度も来たことがあるよ｣と言うと店の主はお

茶を御馳走してくれた･だカミ結局は値引きの交渉

をしてみただけで何も買わなかった･何となくうし

ろめたい気持を押えてその店を出る折rまた来て下さ

写真11SultanAhmetモスク

Istanbulというよりはむしろ世界で最も美しい建造物

の一つで中央のドｰムの内壁カミ青いタイルで張ってあ

るのでB1ueMosq(青いモスク)とも呼ばれている

い｣と声がかかった.明るい笑顔の店員に代表され

るトルコの人達は絶対に善人にちかい校い.

ガラタ橋を渡り海岸沿いの道をホテルヘ向った.

Uskudar行の船か紡うKabatas岸壁の近くに建つDo

lmabahgeモスクの黒い影が水面に散っている･出船

の時刻にはまだ間カミあるのか客の姿はほとんど見当ら

ない.

紀元前657年にメガラ人によって建設されたIstanbu1

は当時ビサンテイウム(ビサンティォン)と呼ばれア

ジアとヨｰロッパを結ぶ交通路と黒海から地中海へ向う

交通路が交叉する要衝の地である上に気候に恵まれてい

ることもあって次第に栄えていった･しかしロｰマ

帝国の進攻の前にあえなく破れ紀元前3世紀興には完

全にその勢力下に入り紀元330年に狂ってコンスタン

テイヌス皇帝の名に因んでコンスタンティノｰブル(コ

ンスタンティノポリス)と改名された･それから62年の

後にロｰマ帝国が分裂してからは東ロｰマ帝国の首都と

なり以来十字軍との戦いをはじめとする度重在る脅

威にさらされながらも首都として存在したものの遂に

オスマン帝国に屈して東ロｰマ帝国は滅亡しIstanbu1

と改名された､長い間にわたってペルシャ文化とアラ

ブの政治性の霧響を受けながら生きてきたトルコはオ

スマン帝国の治世に入ってこれらを糧として独自の分

化を創造･発展させた･そしてメガラ人の司令官ビザ

スの名に因んで名付けられたというビザンデイム以降の

興亡の歴史を経て1453年にIstanbu1と改名されたこ

の都はトルコ共和国の誕生とともに首都という名誉あ

る地位を失うに至った.

古い家並とメタリックな近代的ビノレが奇妙に同居する

Istanbu1速.い昔の姿をそのままにとどめる巨大で豪華

な建物やるやかにうねる丘あくまでも波静か放マル

マラ海の水の青さ旅人の後ろ髪を引くもろもろのもの

に目をつぶって今はこの歴史の都Istanbu1に別れを

告げるしか校い･せめて工一ゲ海に沿って飛んでくれ

たらと思うものの満員の飛行機はかつて訪れたギリ

シャの方を一瞥する間に機首をアナトリア高原へ向け

た.ヘレネとパリスの燃え盛る恋や木馬による戦いの

伝説で名高いTroyに詩人ホメロスはどのよう校想い

を寄せていたのだろうか･そのTrOyの遺跡もクレオ

パトラが芝居や踊りを見に訪れたというEphesusの遺

跡も工一ゲ海に金波を散らして沈んでゆく夕陽の中に

ひっそりと建っているにちがいないがその光景を見る

には余りにも遠すぎる.アナトリア高原を越える頃

曲りくねった川カミ見えた.しかしこの川がMean

der(蛇行)の語源とたったMenderes川か否かは定か

でない･遠い昔Tethys海に浮んでいた孤島Lut

は既に闇の中である一�


